
１　施設の概要

 ２　管理経費 ― 市直営指定管理 （単位：千円）

 ３　利用状況 ― 市直営指定管理

指定管理者管理運営状況シート

施設名 三条市槻の森斎苑 所在地 三条市月岡3722番地

担当部局 市民部市民窓口課 電話番号 0256-33-1061

指定管理者名 株式会社　元創 指定期間 平成31年4月1日から令和6年3月31日まで

選定方法 ■ 公募     □ 非公募　　 料金制度 ■使用料　　□ 利用料金    □ その他

業務内容 火葬等に関する業務、火葬場の運営に関する業務、施設及び設備の維持管理に関する業務等

設置根拠 三条市火葬場条例

設置年月日 平成21年9月1日

利用対象者 市内外に住所を有する者

市直営 指定管理

  年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 計

指定管理料 - 32,013 32,201 32,235 37,274 133,723

使用料・利用料金 - 0

自主事業収入 - 12 2 0 0 14

その他 - 0

合計(A) 0 32,025 32,203 32,235 37,274 133,737

管理運営費 - 31,870 27,882 30,240 34715 124707

自主事業費 - 24 0 0 0 24

委託料 - 3070 2,950 3,675 2,480 12175

修繕費 - 270 180 39 793 1,282

損害賠償保険料 - 20 20 0 20 60

合計(B) 0 35,254 31,032 33,954 38,008 138,248

差引（合計(A)－合計(B)） - ▲ 3,229 1,171 ▲ 1,719 ▲ 734 ▲ 4,511

導入前支出額×４年 0

年度 市直営 指定管理

内訳   年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 期間平均

計画 0

実績 1,646 1,807 1,968 2,058 1869.75

達成率(%) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

炉前ホール 1,293 1,347 1,316 1,436 1,348

待合室 353 460 652 622 521.75

0

0

0

評価対象数値 #DIV/0!

設置目的 墓地、埋葬等に関する法律（昭和23年法律第48号）の規定に基づく火葬を行うもの

規模・構造等
・敷地面積：16,891.59㎡　建物面積：1,888.48㎡　延床面積：2,219.90㎡
・構造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造2階建
・室名（炉前ホール、待合室）

区　　分 備考
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 ４　利用者ニーズの把握（４年間実績）

％

件

 ５　サービス向上への取組（主なもの）

 ６　事故及び修繕の状況（主なもの）

アンケート調査 実施回数 回 平均回収率

意見箱 設置数 2 か所 提出件数 22

実施回数等

主な意見 対応状況

ハンドソープを設置してほしい。 設置した。

説明の声が小さい。 職員に指導し、改善した。

喫煙スペースを設置してほしい。 敷地内禁煙のため対応しないこととした。

告別室の位牌写真台に汚れがあった。 細部にわたる清掃を徹底し、改善した。

従業員の話し声が笑い声に聞こえ不快であった。 館内では言動を慎むよう徹底した。

取組内容（自主事業含む） 主な評価等（事業内容・参加人数等）

意見箱を設置し、利用者の意見等を随時把握している。意見・苦情等は可能な限り迅速に対応している。

また、「職員の対応が丁寧」「施設とともにサービス

もよい」等の利用者からの意見も多くいただいている。

項目 区分 年／月 内容・対応等

R元/12
意識喪失に陥った70代男性に対し、119番通報にて救急
車を要請した。(病院へ搬送)

R2/10
意識喪失に陥った70代男性に対し、119番通報にて救急
車を要請した。(救急車内で様態が安定するまで待機し、
本人の希望によりタクシーで帰宅)

R2/11
意識喪失に陥った70代男性に対し、119番通報にて救急
車を要請した。(救急車内で様態が安定するまで待機し、
本人の希望により会葬者の方の車に乗り帰宅)

R3/8
転倒し左こめかみから出血した80代男性に対し、ティッ
シュ・アルコール・絆創膏を提供した。

R3/10
意識喪失に陥った50代女性に対し、本人が119番通報を
希望しなかったため、車椅子と控室を提供し、体調が整い
安定するまで休んでもらった。

その他の方法
方法及び内容

■ 発生

□ 不発生

施設設備の事
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 ７　管理運営の状況

Ｎｏ．

■ 適正である（５）

□ 水準を上回っている（５）

■ 良好である（５）

□ 水準を上回っている（５）

□ 良好である（５）

□ 良好である（５）

■ 良好である（５）

□ 適正である（５）

□ 適正である（５）

■ 適正である（５）

55 点中 点

R4/5 空調設備修繕

R4/12 男子トイレ天井内雨水配管漏水修繕

R4/12 自動ドア修繕

項目 評価 配点 評価についての説明

□ 概ね適正である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 水準どおりである（３）

□ 水準を下回っている（１）

□ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 良好である（５）

□ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 水準どおりである（３）

□ 水準を下回っている（１）

■ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

□ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 概ね適正である（３）

□ 改善が必要（１）

■ 概ね適正である（３）

□ 改善が必要（１）

□ 概ね適正である（３）

□ 改善が必要（１）

総合評価 最高配点 43 総合評価 A

施設設備の修
繕（市直営の修
繕を除く）

■ 適正

□ 概ね適正

□ 改善が必要

① 職員配置等 5

　職員6名の在籍であり、火葬件数が多く配置職員だけでは対応
できない場合は本社職員による応援対応を行うなど、仕様書等
で示す業務を遂行できる十分な職員体制を配置している。

②
維持管理業務
の実施状況

3

　自家用電気工作物点検業務など仕様書等で示す内容の業務
を適正に行っている。

③ 収支の状況 5

　年間の収支としては赤字になったものの、その要因は火葬件
数の著しい増加、燃料費の高騰といった事業者の責に寄らない
事情であり、こうした状況下であっても、サービスの質を落とすこ
となく、安定的にサービスを提供しており、総体的に見て良好な
運営を行っているものと評価できる。

④
施設の利用状
況

5

　令和４年度の火葬実績は、旧火葬場の直営時（平成20年度、
934件）と比較し約54％増加している中、友引を含めて火葬対応
をしてもらっており、利用者の大幅な増加への対応を含め、葬儀
の形態の変化など、利用者ニーズに対応した施設運営を行って
いる。

⑤
事業の実施状
況

3

　火葬業務、収骨業務など仕様書等で示す内容の事業を適正に
行っている。

⑥
自主事業の実
施状況

3

　飲料自動販売機を設置していたが、収支が見込めず、令和2年
3月に撤去した。

⑦
利用者対応及
びニーズの把
握・対応

3

　意見箱を2か所に設け、アンケート用紙を設置して意見を聴取
し、適切な対応を講じている。

⑧
サービス向上
への取組

5

　利用者の意見を随時聴取し、できる限り迅速に対応している。
とりわけ、接客対応については、感謝の言葉が多く、サービス向
上の取組が結果にしっかりと結びついている。

⑨
個人情報の保
護及び情報公
開への対応

3

　受付簿や焼骨引取書などの個人情報を、市条例等に概ね準じ
て対応している。

⑩ 事故の対応 3

　利用者の転倒防止及び事故防止に努めていいる。

⑪ 修繕の対応 5

　施設の老朽化により不具合が顕在化してきている中、火葬炉
機械設備などの見回りや点検等により修繕が必要な箇所を早期
に発見し、報告と併せて、適宜適切に修繕を実施しており、施設
運営に支障が出ないよう常に注意を払っている。


